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　原発性滲出液リンパ腫は、明らかな腫瘤を形成せず、胸腔、腹腔、
心嚢腔などの滲出液内にリンパ腫細胞が浮遊しながら増殖する稀な
悪性リンパ腫である。今回、われわれは、胸水貯留を生じ、ステロ
イド薬単独投与を行い、良好な経過をたどった原発性滲出液リンパ
腫の高齢者の１例を経験したので報告する。
患者は80歳、女性。労作時呼吸困難、浮腫にて当院入院。胸部レン
トゲン写真で両側胸水貯留が認められ、胸水細胞診で悪性細胞が認
められ、リンパ腫と診断された。胸水を用いて行ったサザン解析で
免疫グロブリン遺伝子再構成が認められた。全身検査で腫瘤形成は
認められず、Gaシンチグラムでも異常集積はみられなかった。胸部
CTで胸膜病変はみられず、以上の所見より、本例を原発性滲出液
リンパ腫と診断した。高齢であることを考慮し、ステロイド薬の単
独投与を行ったところ、穿刺排液を行っても再貯留を繰り返してい
た胸水の増加が抑えられ、ステロイド投与が有効であった。
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母乳分泌不足感から希望する母乳栄養を断念し
た経緯を持つ母親の体験
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【目的】先行調査によれば、妊婦の母乳希望率は96％に対し、その
半数は母乳栄養が行われていない現状がある。母乳分泌不足感から
人工乳の追加により希望する母乳栄養を断念するケースが多い。そ
こで、その経緯に着目し母親の体験を明らかにすることで母乳栄養
継続支援の一助とする。
【方法】第１子は母乳分泌不足感から混合栄養に移行し、第2子は母
乳栄養ができたと自覚している母親4名に対し、母乳栄養を希望し
つつも母乳分泌不足感から混合栄養に至った経緯について半構成的
面接を行った。研究期間は2010年7月～2012月1月であった。本研究
はA施設の倫理審査で承認を得た。
【結果】母乳分泌不足感から希望する母乳栄養を断念した経緯を持
つ母親の体験から、13の＜サブカテゴリー＞、4つの【カテゴリー】
を抽出した。
【授乳の様相】＜人工乳追加量と回数・人工乳追加のタイミング・
母乳をあげていた期間＞
【授乳経過で影響を受けた事象】＜医療者の言葉・実母の言葉・ミ
ルク缶の表示＞
【母乳分泌不足感に至った授乳状況の評価】＜体重増加・児が飲ん
でいる様子・児が母乳を拒否する・授乳間隔・乳房の変化＞
【母乳分泌不足感から混合栄養に至った際の受け止め方】＜肯定的・
否定的＞考察母親が母乳分泌不足感に至らないためには、子どもの
哺乳状況を評価する観察項目を理解し活用できる働きかけが重要で
ある。また、人工乳追加のタイミングと量が母乳分泌抑制に働いて
いたことが予測されるため、母乳分泌抑制につながる要因を伝えて
いく必要がある。母乳分泌不足感を持つ時期は個人差があるが、早
期に母乳栄養を断念することもある。母親が母乳分泌不足感を抱か
ないためには、新生児や母親の健診を利用し授乳に関して気軽に相
談できる場の提供や母親に対する肯定的かかわりが重要である。
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